




































































































　 クイズを出し 、 理由や事例を
入れて解説する。
【 新たな課題の設定】

























































































































































































































































































２回目 5人 20人 25人 18人
３回目 17人 28人 25人 23人
４回目 30人 30人 30人 30人
５回目 30人 30人 30人 25人
246
４　成果と課題
　遊びの要素を取り入れた活動デザインにより，探究的な学習の過程では次のような変容が見られた。【課題設定】では，春
日山のことについて知って，他の友達が気づいていないことを紹介したいという思いの高まりがあり，課題を具体化して設定
する子どもの姿が見られた。【情報収集】では，クイズをつくるためにもっと春日山を知りたいという思いをもち，図鑑やゲ
ストティーチャーを活用するなど，調べる方法を自ら増やす子どもの姿が見られた。【整理・分析】では，クイズを作問する
活動が自分の思いを自覚化する時間として機能した。気に入ったものや事実を伝えるクイズから，事実を基に，気に入った理
由や思いを伝えるクイズをつくる姿へと変容した。【まとめ・表現】では，友達の見付けたものと自分の見付けたものを比較
しながら新たな視点を得たり，新たな課題を発見したりする子どもの姿が見られた。【新たな課題の設定】では，振り返り
シートを書きながら課題を明確にする姿，自分の春日山への思いの深まりに気付く姿が見られた。５回目のクイズの後には，
春日山への愛着をもつ子どもの姿が見られた。
　これらの子どもの姿は，岩野・西野が述べる「自分で発見し，自分で選んだ課題を自分なりの方法で実現し，達成していく
活動」，すなわち「遊び」の要素を取り入れた学習デザインによってもたらされたといえる。「クイズを作問し，出題する」活
動を「繰り返し」取り入れることにより，子どもは，自らが問題解決的な学習を連続・発展させながら探究的な学習を生み出
していったのである。このような遊びの要素を取り入れた探究的な学習を通して，子どもは，今まで知らなかった春日山のよ
さ，自分が春日山で発見したものの価値に気付き，自分と春日山のかかわりを意味づけながら，春日山への愛着を深めていく
ことができた。したがって，総合的な学習の時間の入門期における，遊びの要素を取り入れた活動デザインは，３年生の子ど
もが，探究的な学習を自然と生み出すための「しかけ」として機能すると共に，対象とのかかわりを深める時期においても有
効に作用したといえる。
　本研究では，遊びの要素を含む活動を追求期に取り入れ，対象とのかかわりを深める探究的な学習を生み出すことに主眼を
置いてきた。遊びの特性を生かした活動を没頭期から年間を通して行うことで，探究的な学習の質をさらに高めることに繋が
ると考える。また，遊びを学びとして位置付けていくためには，教科領域の系統性を考え，教科横断的な視点でカリキュラム
を作っていくことが重要であるといえる。「クイズを作問し，出題する」は，国語科「話す・聞く」領域との関連により，探
究的な学習の質のさらなる高まりが期待できると考える。年間を通して遊びの要素を取り入れた学習をデザインすること，教
科横断的な関連によって，探究的な学習の質をさらに高めていくことを今後の課題としたい。
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